
 

 

 

 

 

 

 
 
 今年も、おいしいお米の収穫ができました。 
  
 今年も、校区農林業部会の皆様のあたたかいご指導・農事組合の皆様や
「農業体験プロジェクト」の保護者の皆様のご支援をいただきながら、 
５年生１１名が「米作り」の体験をすることができました。 
６月の田植え以降、子どもたちは、「捕っても捕ってもどこからかやって

くるジャンボタニシ」を退治したり草取りをしたりしながら、稲の成長を
楽しみにしておりました。無事に稲刈りができるようになるまで、農林業
部会の方々は、「水は足りているか。」「雑草は生えていないか。」「稲が病気
にかかっていないか。」…お仕事の合間を縫って、毎日のように様子を見に
来てくださっていました。 
おかげさまで、９月２７日（水）には、稲刈り
の体験をすることができました。特別に分
けていただいた種籾を苗床に蒔くところか
ら１２６日目の稲刈りでした。今年は、ま
ず全員で半分ほどの稲を手作業で刈り取
り、次に、残りの半分を校区の方がコンバ
インを使って刈り取ってくださる様子を見
学させていただきました。子どもたちは、
「人力だと時間と体力がたくさん必要だけど、
機械を使うと人手が少なくても作業ができ
る。」ということを実感することができまし
た。稲刈りで脱穀までしていただいたお米
は、この数年、中心になって関わってくだ
さっている農林業部会の方がご厚意で精米
までしてくださっています。届けていただ
いたお米は、「１２６日もかかって育った
お米一粒一粒の大切さ」を実感している５年生が「とれたてのお米のおいし
さをみんなで一緒に味わいたい」と願い、丁寧に袋に詰めて、全校児童に手
渡しました。お召し上がりいただけましたでしょうか。 
皆様のお力添えにより、教科書やインターネットなどでは味わうことができ
ない五感を働かせる本物の米作りを体験させることができました。どうもあ
りがとうございました。心より感謝申し上げます。 
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【学校の教育目標】未来の船越をつくる子どもの育成 

【重点目標】進んでつながり楽しむ子どもの育成【合言葉】つながり楽しむ 

船越小 



「全力をつなぎ楽しむ」ことができた 
船越小スポーツフェスタ２０２３ 

 
 １０月２１日（火）、６年生が中心となってつくってくれたスローガン「全力をつな
ぎ楽しむ船越！」を合言葉に、参加した全員が、体調を崩して家で過ごすことにな
った子や先生のことを心に思いながら、スポーツフェスタ２０２３を見事に成功させ
ることができました。 
低・中・高のどの学年も、上の学年の子どもたちが並び方や動き方などの手本
になり下の学年の子どもたちがよいところをまねたり、先にうまくなった子どもたち
が苦戦している子どもたちに「よりよくできる技」を伝授したりしながら、練習を積
み重ねてきました。特に、高学年は、感染症の拡大防止のために控えてきた「組体
操」にも取り組みました。「友達にけがをさせないように必死で支える」「下にいる
友達を気遣い上に乗る」…練習の一回一回が真剣勝負、緊張の連続でした。そし
て迎えた当日、６年応援団の下級生の各学年への工夫を凝らした応援が、みんな
の「一生懸命応援する気持ち」を高めてくれました。 
  本年度は、３名のご来賓の方々にも参観していただくことができました。ご来場
の皆様、あたたかい拍手と応援をどうもありがとうございました。 

 

船越小スポーツフェスタ２０２３を成功に導いた 
 高学年の子どもたちの「もう一つの光る姿」 
 

 スポーツフェスタの成功の土台には、「自分もまわりの人も大切にするために

全力を尽くす」そんな高学年の子どもたち一人一人の「もう一つの光る姿」があ
りました。 「先頭に立つ」という学級のめあてを胸に何事にも全力投球で取り組
んでいる６年生が中心となって、５年生と力を合わせ、全校のみんなを支えてきまし
た。当日の参観ではお見せできなかったところも含めて、ご紹介します。 
 
【総務委員会】 
  スポーツフェスタの成功に向かって何度も話し合いを積み重ねながら、全校の
みんなの心が一つになるスローガンや全校種目を考えて、全員に提案し、主体的
に準備を進めてくれました。 

 

【保健・給食委員会】 

練習期間も毎日、蜘蛛の巣を払ったり壁の汚れを引き取ったり床タイルを磨いたり 
…と、「どの子も気持ちよく使えるトイレ」を目指してくれました。また、感染症拡大
防止のために保護者の皆様の「参観エリア」と児童の「活動エリア」を分けるライ



ンを引いたり、参観してくださる方用に掲示用プログラムを作って取り付けたりする
仕事も引き受けてくれました。 

 
 
【放送委員会】 
練習期間中は毎朝、放送器具を運び出し並べて準備をしてくれました。配線コ
ードでつまずくのを防ごうと地面に埋める姿に、「自分もまわりも大切にする」心を
感じました。当日のアナウンスも、一人一人の言葉がはっきりしていて、わかりやす
かったです。 

 
【体育委員会】 
  毎朝、体育倉庫の鍵の開け閉めをしてくれている委員さんですが、この期間は、
運動場のライン引きの仕事を続けてくれていました。仲間と協力し合って地面に下
書きをしたり薄くなった線を上手になぞったりする姿は、下級生の憧れでした。 
練習期間中に正しいラジオ体操の仕方の特訓を受け、開閉会式で立派な手本
を見せることができたところもすてきでした。 

 
【環境委員会】 
各競技・演技に使う道具をすばやく・間違いなく決まった位置に並べるために、
「いつ・何を・どのように並べるか」を確かめ練習を繰り返し、当日も担当の先生と
一緒に力を発揮してくれました。「けがをしている人はテントの中で道具をそろえ、 
走れる人は運んで並べて終わったら集めて回る。」そんなチームワークが光ってい
ました。（写真は左上に） 



 
【図書委員会】 
久しぶりに来年児さんの競技が復活することになり、「はたとり」の旗の準備をし
たり、園児さんたちがどの子も無事に走って旗を手にすることができるように誘導
したりと、精一杯の心遣いをする一人一人の姿が光っていました。 

 

 
１１月・１２月・１月はじめの主な行事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１１月 １２月・１月はじめ 
１日（水）集団登校 交通指導 研修 

 ２日（木）市内一斉職員研修のため 
１３:００集団下校 

 ３日（金）文化の日 
 ６日（月）４年くじらの森清掃 
７日（火）６年薬物乱用防止教室 研修 
９日（木）町内教職員研修のため 

１３:３０下校 
１０日（金）ＡＬＴ ドッジボール集会 
      職員会議 市内一斉定時退校日 
１４日（火）火災避難訓練 クラブ活動 

カウンセリング  
１５日（水）カウンセリング 
１６日（木）集団下校 全体研修 
１８日（土）学習発表会 人権講演会 
        お弁当が必要 １３:３０下校 

２・３年 PТA 役員選考 
２０日（月）１８日の振替休日 
２１日（火）集団下校 全体研修 
２２日（水）４・５・６年筑後地区音楽祭 
      （４・５・６年お弁当が必要） 
２３日（木）勤労感謝の日 
２４日（金）ＡＬＴ 市内一斉定時退校日 
２６日（日）PТA 資源物回収 
２７日（月）～１２月１日（金） 

家庭学習がんばり週間 
２８日（火）委員会活動 
３０日（木）集団下校 全体研修 

１日（金）集団登校 交通指導 研修 
 ５日（火）地域学校協議会 
 ６日（水）４年チャレンジテスト 
 ８日（金）３・４・５・６年 
      保護者と学ぶ規範意識教室 
      学級懇談会 P 学級委員会 
      １～５年 P 役員選考 
      市内一斉定時退校日 
９日（土）人権フェスタたぬしまる 

（田主丸中） 
１１日（月）学校生活アンケート 
１２日（火）カウンセリング クラブ活動 
１３日（水）ハッピー集会 
１４日（木）集団下校 全体研修 
１９日（火）読書集会 
２０日（水）集団登校  
２１日（木）交通指導 集団下校  
２２日（金）第二学期終業式  

市内一斉定時退校日 
２３日（土）～１月８日（月）冬季休業 
 
１月 
   ９日（火） 集団登校 交通指導 

第三学期始業式 
１０日（水）集団登校 交通指導 
      学校生活アンケート 
１１日（木）集団登校 交通指導 
      集団下校 全体研修 

 
 

 


